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Seymour & Evans, 1994; Mann & Foy, 2003; Grant, 2013）。特に、オンセット・
ライム認識よりも、音韻認識こそがその後の児童の読む能力の発達に大きく
影響すること（Hulme et al., 2002）、音韻認識の訓練が読む力を伸ばすこと
















































（例：tip; t = C
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にはCDのchantsによる音声を提示した。“at home, at school, at the flea market, 









動では、教員が“Where were you yesterday?”と発音した後に、児童が“Where 
were you yesterday?”と続けるといった発音練習を実施した。さらに、ペア練

















には有意差が示されなかった（t (38) = .56, p > .05）ため、同質性が確認され
た。
　音韻認識の事前・事後テストでは、両グループ共に得点の伸びに有意差が
認められた（F (1, 38) = 23.97, p < .001）。ただし、chants指導の有無による2











こでも有意差が示された（F (1, 38) = 8.13, p < .001）。得点は、問題1および7
よりも問題3、5および8が、問題2よりも問題3が、問題6よりも問題5が高
いという結果が得られた（図5）。
　上記から正答率が高かったのは、問題3 “coal” “rail” “bow”（二重母音[oʊ] 
vs [eɪ]）と問題5 “rail” “tail” “doll”（二重母音[eɪ] vs [ɔː]）であった。一方で正
答率が低かったのは、問題7“mop” “top” “lap”（単母音[ɑ] vs [ӕ]）や、問題
1の “lip” “hop” “tip”（単母音[ɪ] vs [ɑ]）であった。
表2．音韻認識テストの各条件の平均得点
音素認識テスト 条件1 条件2 条件3 条件4
（N=43） （N=43） （N=43） （N=43）
M（SD） M（SD） M（SD） M（SD）
事前テスト 4.02（1.91） 6.81（1.38） 5.07（1.32） 6.58（1.26）







































おいては、“at the flea market, at the mall, at the museum, at the movie theater, at the 
restaurant”の中で theに強勢をつけて発音するchantsが用いられている。しか
し、このような語彙指導や特定の場面では theに強勢が置かれる場合がある
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（1）①cap ②can ③cot （2）①peg ②pen ③pale （3）①dog ②dot ③deaf
（4）① lap ② lad ③ life （5）①pain ②pale ③pet （6）①deck ②doll ③den
（7）①cop ②cot ③cap （8）① lip ② light ③ line
条件2：英語をよく聞いて、最初の音が違うものを１つ選び番号に○をつけて下さい。
（1）①can ②cap ③ lap （2）①deck ②peg ③pet （3）① lap ② lad ③cat
（4）①kid ② lid ③ lip （5）①dot ②dog ③ top （6）①cough ②cot ③hop
（7）① lip ② lid ③hid （8）①page ②pain ③nail
条件3：英語をよく聞いて、真ん中の音が違うものを１つ選び番号に○をつけて下さい。
（1）① lip ②hop ③ tip （2）①hid ② lid ③bead （3）①coal ② rail ③bowl
（4）① rock ②knock ③deck （5）① rail ② tail ③doll （6）① seed ② lead ③kid
（7）①mop ② top ③ lap （8）①week ②beak ③ rock
条件4：英語をよく聞いて、最後の音が違うものを１つ選び番号に○をつけて下さい。
（1）① tip ②hid ③ lid （2）①hop ② top ③cot （3）①week ② leek ③bead
（4）①whip ②hid ③kid （5）①bead ② seed ③week （6）① rail ② tail ③pain
（7）① rock ②knock ③dot （8）①cot ②dot ③ sock
2． 使用教材例；『国民小学英語Dino on the Go! 8』のUnit 3“Where are you yesterday?”
1）単語の練習
76
2）会話練習
